
平
成
二
十
二
年
度
を 

振
り
返
っ
て･

･
･
 

  

平
成
二
十
二
年
度
も
あ
と
数
日
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
本
号

を
編
集
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

四
月
十
日
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
山
梨
家
並
保
存
会
が
進
め
て
い
た

「
甲
州
民
家
情
報
館
」
事
業
が
完
成
し
、
竣
工
式
と
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
竣
工
式
後
に
は
工
学
院
大

学
・
後
藤
治
教
授
に
よ
る
第
二
回
勉
強
会
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

十
月
十
六
日
に
は
、
中
村
一
仁
さ
ん
ら
代
表
者
の
方
に
、

笛
吹
市
芦
川
町
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

年
が
明
け
て
一
月
二
十
三
日
、
政
策
秘
書
課
主
催
の
「
ふ

る
さ
と
景
観
フ
ッ
ト
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
上
条
地
区
を

舞
台
に
行
わ
れ
、
地
元
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
市
内
か
ら
の
参
加
者
の
感
想
は
、
風
景
が
よ
く
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
へ
の
驚
き
が
大
変
多
か
っ
た
で
す
。 

 

三
月
十
六
日
に
は
、
後
藤
教
授
を
お
招
き
し
て
第
三
回
勉

強
会
を
企
画
し
、
皆
様
に
も
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
予
期
せ
ぬ
震
災
の
影
響
で
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
さ
ら
に
、
本
年
度
は
先
進
地
視
察
研
修
も
開
催
で
き

ず
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
年

度
は
気
持
ち
を
入
れ
替
え
て
、
今
後
の
地
区
の
保
存
の
た
め

に
な
る
研
修
会
や
情
報
提
供
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上
条 

報告 
第２３号 

平成２３年４月
 
 

甲州市教育委員会
☎32‐5097 

 

「
上
条
報
告
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
各
地
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
の
紹
介
を
し
て
き
ま
し
た
。
二
十
二
年
度
で
八

地
区
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
三
地
区
を
紹

介
し
ま
す
。 

 

高
山
市
三
町
（
商
家
町
） 

  

所
在
地 

 
 

 
 

岐
阜
県
高
山
市
神
明
町
四
丁
目
、
上
一

之
町
、
上
二
之
町
、
上
三
之
町
、
片
原

町
の
各
一
部 

 

種
別 

 
 

 
 

 

商
家
町 

 

条
例
制
定
年
月
日 

昭
和
五
二
年
三
月
三
〇
日 

 

選
定
年
月
日 

 
 

昭
和
五
四
年
二
月
三
日 

 

地
区
面
積 

 
 

 

約
四
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 

保
存
物
件
数 

 
 

建
築
物 

 

一
七
二
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

工
作
物 

 
 

 

二
件 

  

高
山
の
町
は
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
飛
騨
一
国
、
三
万

八
〇
〇
〇
石
の
領
主
と
し
て
入
国
し
た
金
森
氏
に
よ
っ
て
そ

の
基
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。
初
代
金
森
長
近
は
天
正
十
六
年
に

城
の
築
城
に
着
手
し
、
慶
長
年
間
に
は
ま
ち
づ
く
り
を
ほ
ぼ
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
城
作
り
と
同
時
に
城
下
町
も
整
備
さ
れ
、
商

業
経
済
を
重
視
し
た
城
下
町
と
な
り
ま
し
た
。
城
を
取
り
囲
ん

で
高
台
を
武
家
屋
敷
、
一
段
低
い
と
こ
ろ
を
町
人
の
町
と
し

て
、
こ
の
町
人
町
の
一
部
が
現
在
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
金
森
家
は
出
羽
の
国
へ
転
封
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
高
山
の
町
は
ひ
だ
の
商
業
経
済
の
中

心
地
と
し
て
栄
え
、
旦
那
衆
と
呼
ば
れ
る
裕
福
町
人
を
中
心
に

特
色
あ
る
文
化
が
築
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

明
治
以
後
も
数
度
の
火
災
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
で
再
建
さ
れ
、
往
時
の
姿
を
よ
く
と
ど
め
て
い
ま
す
。 

 

高
山
市
が
町
並
み
景
観
保
存
の
取
り
組
み
を
始
め
た
理
由

は
様
々
で
す
が
、
映
画
の
ロ
ケ
や
雑
誌
で
の
紹
介
を
通
じ
て
町

並
み
に
対
す
る
再
認
識
が
住
民
や
自
治
体
に
あ
っ
た
こ
と
、
市

内
を
流
れ
る
宮
川
な
ど
河
川
の
環
境
悪
化
に
対
し
て
の
美
化

運
動
が
市
民
ぐ
る
み
で
発
展
し
、
運
動
が
町
並
み
保
存
へ
も
及

ん
で
い
っ
た
こ
と
、
町
並
み
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
つ
高
山

祭
の
屋
台
が
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
、
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

       

  

高
山
市
下
二
之
町
大
新
町
（
商
家
町
） 

  

所
在
地 

 
 

 
 

岐
阜
県
高
山
市
下
二
之
町
、
大
新
町
一

丁
目
、
大
新
町
二
丁
目
、
大
新
町
三
丁

目
、
そ
の
他
隣
接
町
の
一
部 

 

種
別 

 
 

 
 

 

商
家
町 

 

条
例
制
定
年
月
日 

平
成
一
六
年
二
月
一
六
日 

 

選
定
年
月
日 

 
 

平
成
一
六
年
六
月 

 

地
区
面
積 

 
 

 

約
六
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 

保
存
物
件
数 

 
 

建
築
物 

 

二
二
〇
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

工
作
物 

 
 

一
二
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

環
境
物
件 

 
 

八
件 

三町を散策する観光客。通りの両側
は民芸品や造り酒屋などお土産屋
でいっぱいです。 



 
高
山
市
に
は
三
町
に
近
接
し
て
、
北
側
に
下
二
之
町
大
新
町

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
保
存
地
区
は

東
西
約
一
八
〇
ｍ
、
南
北
約
七
八
〇
ｍ
と
広
く
、
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
日
下
部
家
住
宅
や
吉
島
家
住
宅
を
含
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
を
は
じ
め
明
治
か
ら
昭
和
初
期

ま
で
の
各
時
代
の
変
化
に
富
ん
だ
町
家
が
残
っ
て
い
ま
す
。

 

町
家
は
切
妻
造
平
入
二
階
建
で
、
大
屋
根
の
軒
を
深
く
出

し
、
一
階
正
面
は
大
戸
や
出
格
子
を
つ
け
、
そ
の
上
部
に
出
の

小
さ
い
小
庇
を
付
け
ま
す
。
ド
ジ
（
通
り
土
間
）
と
ダ
イ
ド
コ

ロ
な
ど
の
上
部
を
吹
抜
け
に
し
て
、
高
窓
か
ら
光
を
取
り
入

れ
、
柱
や
梁
な
ど
の
豪
壮
か
つ
整
然
と
し
た
構
造
美
を
み
せ
る

な
ど
、
高
度
な
大
工
技
術
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
軒
高
が
高
く
な
り
、
昭
和
期
に
は
ガ

ラ
ス
窓
を
も
つ
本
二
階
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
、
多
様
な
形
式
の

町
家
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

選
定
年
が
ま
だ
最
近
で
あ
る
た
め
か
、
修
理
・
修
景
さ
れ
て

い
る
建
物
は
少
な
く
、
通
り
も
三
町
に
比
べ
て
広
い
こ
と
か

ら
、
三
町
と
は
異
な
っ
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
南
端
に

位
置
す
る
重
要
文
化
財
の
日
下
部
家
・
吉
島
家
の
周
辺
は
早
く

か
ら
景
観
形
成
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
今
後
整
備
の
動
き
は

だ
ん
だ
ん
北
上
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。 

 

 
日下部家・吉島家がある通り。 

 

 
まだ整備されていない通り。 

 

東
近
江
市
五
個
荘
金
堂
（
農
村
集
落
） 

  

所
在
地 

 
 

 
 

滋
賀
県
東
近
江
市
五
個
荘
町
大
字
金

堂 

 

種
別 

 
 

 
 

 

農
村
集
落 

 

条
例
制
定
年
月
日 

平
成
九
年
六
月
二
四
日 

 

選
定
年
月
日 

 
 

平
成
一
〇
年
一
二
月
二
五
日 

 

地
区
面
積 

 
 

 

約
三
二
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 

保
存
物
件
数 

 
 

建
築
物 

 

一
九
四
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

工
作
物 

 

一
〇
四
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

環
境
物
件 

 
 

九
件 

  

五
個
荘
金
堂
は
琵
琶
湖
の
東
岸
・
湖
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
心
に

位
置
し
、
古
代
条
里
制
地
割
に
基
づ
く
田
園
地
帯
で
す
。
地
名

の
起
源
は
、
聖
徳
太
子
が
当
地
で
寺
院
を
建
立
し
た
伝
承
に
よ

り
ま
す
。
町
並
み
の
基
礎
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
作
ら
れ
、
元

禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
集
落
中
央
に
大
和
郡
山
藩
の
陣
屋
が

置
か
れ
、
そ
の
周
辺
に
弘
誓
寺
・
勝
徳
寺
・
浄
栄
寺
な
ど
が
建

ち
、
周
囲
に
農
家
住
宅
が
集
ま
り
、
湖
東
平
野
の
典
型
的
な
農

村
集
落
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
地
区
か
ら
は
幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
に
か

け
て
近
江
商
人
が
多
数
輩
出
さ
れ
て
お
り
、
集
落
の
中
心
部
で

は
広
大
な
敷
地
の
豪
商
本
宅
群
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。
集
落

内
に
は
水
路
が
縦
横
に
巡
り
、
周
囲
の
水
田
景
観
が
伝
統
的
な

和
風
の
建
築
群
と
調
和
し
た
、
優
れ
た
歴
史
景
観
を
保
存
し
て

い
ま
す
。 

 

地
区
内
に
は
比
較
的
多
く
の
茅
葺
民
家
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
農
家
住
宅
で
、
寄
棟
造
平
屋
建
の
主
屋
と
納
屋

を
も
つ
伝
統
的
な
形
式
で
す
。
一
方
商
人
本
宅
は
、
広
大
な
敷

地
を
板
塀
で
囲
み
、
内
部
に
切
妻
造
や
入
母
屋
造
の
主
屋
を
建

 

 

 
集落内の茅葺民家。これらは農 

家のつくりです。 

て
、
周
囲
に
数
寄
屋
造
風
の
離
れ
や
土
蔵
、
納
屋
を
配
し
、
池 

や
築
山
が
あ
る
大
き
い
日
本
庭
園
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。 

 

近
江
商
人
の
屋
敷
は
、
三
軒
ほ
ど
が
当
時
の
五
個
荘
町
に
よ

り
保
存
修
理
さ
れ
、
資
料
館
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
立

派
な
造
り
の
主
屋
と
、
板
塀
の
内
側
に
建
ち
並
ぶ
土
蔵
群
は
圧

巻
で
、
全
国
を
股
に
か
け
た
近
江
商
人
の
勢
力
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
路
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、
錦
鯉
が

優
雅
に
泳
い
で
い
ま
す
。
水
郷
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
琵
琶
湖

に
近
い
た
め
水
が
豊
富
で
あ
る
証
で
、
農
村
ら
し
い
風
景
づ
く 

り
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。 

上
：
近
江
商
人
宅
の
土
蔵
。 

左
：
水
路
を
泳
ぐ
錦
鯉
。 

 


